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大分県森林・林業デジタル副読本の作成

森林づくりﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

もりりん

デジタル副読本への
アクセスはこちら

【ＨＰ掲載内容】
・小学校５年生社会科用副読本 ・中学校技術家庭科 技術用副読本
・指導者用ガイドブック
・児童・生徒配布用ダイジェスト版

【副読本の特徴】
・動画を盛り込んだデジタル副読本であり、タブレットから動画再生できる。
・学習指導要領との関連性・活用例等記載した指導者用ガイドブックを使っ
て授業で活用できる。

副読本活用状況

もりりん教室（森林・林業・防災教室）

内容：・森林の役割（人工林・天然林の違い）
・林業という仕事（苗木づくり、製材について動画視聴）
・ＳＤＧｓ（森林のサイクルについて）
・治山事業の取組
（模型を利用して、健全な森林と荒廃した森林、また
治山ダムの有無での水や土砂の流れ方の違いを体験）

※赤字の部分で副読本を活用
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R4年度 森林・林業教育の推進
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【継続 】森の先生派遣事業

■森の入り口として、身近な自然に触れ親しむ体験を重視

・対象：保育園、小学校、子ども会等

・校庭や近くの神社など身近な自然を体験

・自然観察、ネイチャーゲーム、木育

■ 学校の授業で森林･林業を学び、野外活動でプログラムを体験

R 3農山漁村を牽引する担い手
確保育成事業 (高校教育課 )

県内大学と連携した取組
■就業に繋がる取組を推進

・日田林工高校

・小学５年生：社会科
・中学生：技術家庭科

●高校におけるＩＣＴ林業の体験学習

●スマート林業、バイオマスタウンなど

先進的取組を学ぶ研修

事前学習 事後学習

●学校教育に対応できる
指導者育成

●３年間で100名程度養成

学びと連動した体験活動

学校 総合的な学習
の時間の活用 ＋

R 3副読本の作成

R 3 森林 ･ 林業教育
指導者の養成

R 3 体 験 ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ 作 成

●集団宿泊研修(1泊2日)に
森林･林業教育プログラム
を導入

●教育課程と関連付け、
学校行事として実施

【日本文理大学】
●大学生が企画する体験
プログラムの実施

●森づくり活動支援

【別府大学】
●県の出前授業実施
●ジビエ加工品の開発

教
材
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

指
導
者
の
派
遣

香々地･九重青少年の家での宿泊体験体験型講座「森-Labo」の開催

●O-Laboと連携した森林・林業教育
体験型の講座の開催

●森林・林業教育指導者によ
るプログラム実施
(高尾山の森等ﾌｨｰﾙﾄﾞを活用)

森-LaBo

●人材育成連携協定

2020.3.27締結

【R4新規】教育庁との連携
型

【R4新規】O-Laboとの連携
型

ご清聴ありがとうございました
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令和３年度
森林環境税活用事業の取組報告

＜農山漁村を牽引する担い手確保・育成事業＞

高校教育課

・持続可能な循環型の地域創造をマネジメントする担い手の増加
・新規就農者における県外出身者の増加

 地域産業の活性化による魅力ある農山漁村づくり
 多様な志願者増加による農林水産教育の活性化

１．くじゅうアグリ創生塾を活用した次世代担い手育成プロジェクト

現状・課題

農山漁村を牽引する担い手確保・育成事業

取組内容

効果・展開

○ 高齢化などにより農業経営体数は減少する一方、経営体の法人化や生産規模の拡大が進んでいる。
⇒「農林水産業×ＩＴ」の新たなカタチの学びを推進、市場動向を分析し新たな顧客を創造する柔軟な経営マインドの醸成

○ 県内の新規就農者の内、新規学卒者は伸び悩んでいる。（H29：55名、H30：43名、R1：44名）
⇒新規就業を希望する生徒の確保・育成（農業法人への就職、農業大学校・四年制農学部等への進学、県外生の確保）

○ 県内の一次生産分野(農業法人など)への就職者の増加
○ 就農に向けた農業大学校・研修施設への進学者の増加
○ 管理・経営者を志す四年制農学部等への進学者の増加
○ 県外からの入学志願者数の増加

２．全国募集によるくじゅう農業留学プロジェクト

県外に向けた久住高原農業高校の情報発信や、
県外の生徒・保護者を対象とした魅力発見企画の実施

（１）高校の魅力・特色の情報発信

○県外高校で農業を学ぶ意欲ある生徒を対象
・くじゅう「農業留学」説明会 ・地域みらい留学フェスタ参画等

○県外への移住や就農を目指す保護者を対象
・県移住・就農イベント参加 ・くじゅう「孫ターン」等

（２）高校の魅力体験・県内就農の魅力発見イベント企画

○オープンキャンパス（高原野菜収穫体験、動物飼育体験等）

○県内就農の魅力満喫・久住魅力体感バスツアー企画

（２）スマート農林水産教育

技術革新・産業構造の変化の最前線で
活躍する企業等との連携

■ﾄﾞﾛｰﾝでの農薬散布や測量による省力化
■ＡＩによる養殖業の生産性向上・低ｺｽﾄ化

（３）グローバルアグリ・フォレスター教育

日本を代表する農業法人や企業等の先駆者の取組にふれ、
グローバルな視点を学ぶための国内研修
■トップクラスのビジネスモデルを学ぶ農業法人での研修
■林業先進県の技術開発や持続可能な産業振興を学ぶ研修

（１）先進的マネジメント教育

マーケットの変化に柔軟に対応する

先進的な経営者や企業等との連携

■地域ﾘｰﾀﾞｰ育成推進PT連携体制の構築

■農林水産トップランナーによる専門研修

新

拡充

新
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（２）令和３年度　大分県森林環境税活用事業の取組について

③農山漁村を牽引する担い手確保・育成事業



農業高校の取り組み

日田林工高校 林業科の状況

R4.3月卒業生の進路

就職 進学 合計

関連 17 2 19

関連外 9 4 13

計 26 6 32

入学
定員

推薦入試・連携型入試 一次入試
推薦入試、
連携型入
試及び一
次入試

合格者数

二次入試

最終
合格
者数

欠員募集人員 合格内定者数
募集
人員

合格者数
募集
人員

合格
者数

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

40 8 8 32 16 24 16 1 25 15

R4年度入試結果
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日田林工高校 林業科
令和３年度の取組

①伐木等の業務に係る特別教育講習
対象：林業科２年生

期日：令和３年９月７～９日

場所：日田林工、湯布院林業研修所

事業：大分県主催「若い林業後継者就業促進事業」

内容：チェーンソーの取り扱いに関する資格取得

②除間伐実習(チェーンソー実習)
対象：林業科２年生

期日：令和３年９月１４～１６日

場所：三花演習林

事業：大分県主催「若い林業後継者就業促進事業」

内容：①の内容を現場で実践する

チェーンソーを用いて立木の伐採方法、安全管理の徹底について学ぶ。
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③林業科３年演習林実習（林道設計実習）

対象：林業科３年生

期日：令和３年１０月１８～２０日

場所：日田林工演習林

内容：実際の山林で林道の設計に必要な測量実習、図面作成

④ＩＣＴ林業の体験学習【高性能林業機械研修】
対象：林業科１年生

期日：令和３年１０月２２日

場所：玖珠郡九重町後野上『久大林産(株)作業現場)』
講師：大分県西部振興局農山村振興部 加茂 明子 氏

大分西部地域林業 結衣の会

内容：①振興局による林業の仕事に関する説明 ②チェンソー伐採などの林業作業の説明および見学

③高性能林業機械等の説明及び操作体験 ④その他林業への就業の促進に関すること
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⑤グリーンエデュケーション事業（出前授業）

中学校：東渓中学校、髙瀨小学校、五馬中学校、大山中学校

内 容：木材加工 「椅子の製作」

地域の水環境 「森林の働き」

木材の有効利用「紙パルプの仕組み」

樹高をドローンを使って測定しよう

⑥事業所見学
対象：林業科２年生

期日：令和３年１２月２１日

企業：(株)日本フォレスト天瀬工場

株式会社グリーン発電大分（発電所） 講師 森山 和浩 氏

内容：山林未利用材による木質バイオマス発電の説明

・木材チップの流通 ・日本２番目に操業（西日本初） ・農業の低コストを支援

・発電設備の冷却に使った水（温水）を隣接地のイチゴ栽培に利用

・焼却灰を利用した水質浄化剤の開発

貸切バス代の使賃
料として活用
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企業：新栄合板工業(株)大分工場

内容：合板製造工場

本社工場は熊本県水俣市で、原材料の調達と郵送の利便性等を考慮して玖珠町へ

工場進出

貸切バス代の使賃
料として活用

⑦外部講師招聘授業

目的：第45回全国育樹祭の取組の一環として、「木っと繋がるプロジェクト」オブジェ制作の

取組に主として制作にあたる日田家具衆の活動を知ることにより、県内・市内および

日本の森林林業を守る大切さについて学ぶ。

日時：令和４年２月１６日（水）

対象：林業科２年生

外部講師：仙崎雅彦・中村広樹 氏

外部講師への謝金、
旅費として活用
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１ 制作関係者
【日田林工】
〇林業科３年生４名（課題研究のテーマとして取組む）
【指導者】
〇日田家具工業会日田家具衆
・主担当仙崎雅彦（企画デザイン会社hi-count代表）

２ 制作スケジュール
【第１期間】4～５月
〇森林について学び、オブジェのコンセプトを考える
【第２期間】5～６月
〇オブジェのコンセプトを形にするデザインを考える
【第３期間】７～8月
〇コンセプトを形にし、技術的に検討する
・1/10程度の模型を作り、構造的な安全などを検討して調整する
【第４期間】9～10月
〇プロの制作技術を学びながら、実物を作る
・加工技術の学習を兼ね、仮組と微調整をプロとともに行いながら作る
〇制作に込めた想いを伝えるコンセプトパネルの制作
・オブジェのコンセプトなどをまとめた説明パネルを制作し、
人に伝える技術についても学ぶ

＜補足＞
〇原則月に２回、月曜日の課題研究の時間を用いる（9：50～12：40）
〇夏休み期間中は、模型制作等の日田家具衆の加工作業を中心に進める

第４５回全国育樹祭 ウェルカムオブジェの制作について

国内研修

新型コロナウ
イルス感染拡
大のため中止

国内研修「林業事情視察研修」日程（案）

宿泊場所　グランドホテル　みよしや　一泊二食

　３月１６日（水）　　午前・午後　新見市研修

宿泊場所 菊の湯　湯原温泉ホテル　1泊2食

宿泊場所 ルートイン津山　一泊2食

　３月１８日（金）　　午前　西粟倉村研修 ホテルから　研修先までジャンボタクシー

研修料金　資料代＠１，０００円×７＝７，０００円

研修料金　＠１０，０００円１０，０００円

人数 引率　２名　高校生　５名　　合計　７名　宿泊先　ビジネスホテル等　　　

津山泊

　岡山駅→新幹線　　　博多駅　→　　日田駅
　１６：０８　さくら５６３号　→　　１８：３４　特急ゆふ5号　１
９：５２

交通手段

新見市泊

午後　新見市研修

　　　　　　　　　　　移動　真庭市

　　　　　　　　　　　　　　　真庭市泊

　３月１７日（木）　午前　真庭市研修

日田駅　→　久留米駅　→　岡山駅　→　新見市
６：５４　→　７：５６　さくら５４２号　新大阪行　１０：３６　岡
山駅着
　特急やくも９号１１：０５　→　１２：０８　新見駅着

ＪＲ新見駅　→　中国勝山駅
　１６：５４→　１７：４５

中国勝山駅　→　湯原温泉
１７：５０　→　ジャンボタクシー

久世駅　→　津山駅
１６：４５　→　１６：５８

　移　動　　研修中・研修先から最寄り駅（西粟倉駅）までジャンボタ
クシー
　　　　　　西粟倉駅　→　大原経由　岡山駅
　　　　　１３：５３　→１３：５７　１４：４４　→　１５：４５
　　　　　　　智頭急行　上郡行　　　　特急スーパーいなば6号岡山行

令和４年3月１5日(火)　　　午前　学校出発　

新見市　研修

終日　新見市研修

　　　　　　　　　　　午後　　　　　　

　日田市着

午後　真庭市研修

移動　真庭市→津山

旅費として活用する予
定でした
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林業関連就職・進学への関心が高まった生
徒の割合（％）

Ｒ２年度 １年生２学期 ３３．０％

 Ｒ３年度 ２年生３学期 ８３．４％
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(３)令和４年度大分県森林環境税活用事業一覧 ：新規事業 ：一部新規事業 　：終了事業　　青字：他部局事業 （千円）

Ⅰ 県民の暮らしを守る安全・安心の森林づくり R４当初 R3当初 増減額 Ⅲ  森を守り親しみ、次世代につなぐ取組 R４当初 R3当初 増減額

１．災害に強い森林づくり １．里山林の保全活動の推進

① 災害に強い森林づくり推進事業 37,129 26,235 10,894 ① 魅力ある景観づくり推進事業（都市・まちづくり推進課） 5,000 10,000 △ 5,000

河川沿いの人工林整備による広葉樹林化、獣害多発地域の再造林支援 観光ルート沿線や視点場を阻害する雑木を伐採し、景観の再生を図る

② 公共造林事業（環境林整備事業） 1,920 1,920 0 ２．森林ボランティア活動の推進

木材生産に適さない尾根・谷部の急傾斜地の広葉樹林化 ② みんなで支える森林づくり推進事業(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援・広報推進事業を統合) 16,286 20,037 △ 3,751

地域の安心基盤づくりサポート事業（河川課） 0 10,000 △ 10,000 森林ボランティアによる森林づくり活動支援や森林環境税の広報

河川内の流水を阻害させる流木等の除却及び河道内樹木の伐採 ３．森林林業教育・森林ESDの推進

③ 安全・安心な道路環境創出事業(道路保全課) 30,000 20,000 10,000 ③ 森林・林業教育促進事業 19,580 17,197 2,383

県管理道沿いで、豪雨時等に倒木の恐れのある木の伐採

２．シカ被害対策の推進                       　　      　

④ 鳥獣被害総合対策事業 60,100 62,000 △ 1,900 ④ 5,129 0 5,129

シカ捕獲の推進、ハンターの養成研修、シカ生息個体数調査

３．森・川・海をつなぐ環境の整備 ⑤ 森林環境学習促進事業（社会教育課） 4,925 4,963 △ 38

⑤ 森と海をつなぐ環境保全推進事業（循環社会推進課） 3,000 2,000 1,000 森林をフィールドとした社会教育活動、森林環境学習指導者の養成研修の開催

海岸に漂着した流木等を自治会やNPOが回収・除去 ⑥ 未来の環境を守る人づくり事業（うつくし作戦推進課） 3,534 3,534 0

⑥ 森と海をつなぐ環境保全推進事業(漁業管理課) 1,290 1,290 0 子ども探検団の自然体験活動の実施、環境活動発表会の開催

漁港、港湾等の流木を回収除去し、漁船や漁具への被害を防止 ⑦ 全国緑の少年団活動発表大会・交流会 4,321 4,766 △ 445

⑦ 豊かな水環境保全推進事業（うつくし作戦推進課） 1,588 1,819 △ 231 みどりの少年団の活動発表大会の開催

河川流域の水環境保全活動及び広報活動を支援 ⑧ 農山漁村を牽引する担い手確保・育成事業(高校教育課） 1,477 1,477 0

小計 135,027 125,264 9,763 高等学校におけるICT林業の体験学習等を推進

Ⅱ 森林資源の循環利用による地域活性化 R４当初 R3当初 増減額 ４．森林づくりへの理解を広げる取組

１．健全な人工林資源の循環と低コスト化の推進 ⑨ 祖母･傾･大崩ユネスコエコパーク施設整備事業（自然保護推進室） 8,177 503 7,674

① 再造林促進事業 114,390 107,085 7,305 祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク内の遊歩道整備

林業経営適地での低コスト再造林を促進 小計 68,429 62,477 5,952

② 優良竹林化・利活用推進事業 5,945 5,230 715 合計(20事業) 324,675 301,241 23,434

荒廃竹林の竹材、タケノコ生産林への再生 他部局事業(11事業) 64,620 56,086 8,534

２．森林資源の利活用推進

③ 竹産業等振興対策事業 384 685 △ 301 【テーマ別予算割合】
たけのこ生産技術研修の実施及び普及啓発活動の支援 Ⅰ.県民生活を守る安全・安心の森林づくり 42%

④伝統工芸品産業振興事業（商業・サービス業振興課) 500 500 0 Ⅱ.資源の循環利用による地域活性化 37%
全国竹の大会の大分開催での、竹工芸の展示会開催など（R2コロナで延期） Ⅲ.森を守り親しみ、次世代につなぐ取組 21%

小計 121,219 113,500 7,719

森林・林業教育の拠点施設整備、O-Laboと連携した体験教室の開催、指導者の育
成及び森の先生派遣

森の子学校体験活動推進事業（社会教育課）

社会教育施設（香々地・九重青少年の家）における森林・林業ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施

新

新 新

新

終

終
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第45回全国育樹祭について

（大分県全国育樹祭推進室）

全国育樹祭は、継続して森を守り育てることの大切さを普及啓発するため、全国植樹祭を
開催したことのある都道府県において、国土緑化推進機構との共催で行われます。

大会では、全国植樹祭において天皇皇后両陛下がお手植えされた樹木に皇族殿下による
お手入れを行うほか、皇族殿下によるお言葉や各種表彰、参加者の育樹活動等の行事が催
されます。

1．全国育樹祭の概要

2．大分県での開催状況

第９回全国植樹祭（Ｓ33）

■テ ー マ：原野造林

■開 催 日：昭和３３年４月８日（火）

■参加人数：１０，０００人

■会 場：大分県別府市（志高湖畔）

【開催概要】

▲お手植えのご様子(天皇皇后両陛下）

■テ ー マ：豊かなみどりのふるさとづくり

■開 催 日：昭和５２年９月１６日（金）

■参加人数：４，０００人

■会 場：大分県別府市（志高湖畔）

【開催概要】

▲お手入れのご様子（皇太子同妃両殿下）

第１回全国育樹祭（Ｓ52）

■テ ー マ：2000年 豊かな国の森づくり

■開 催 日：平成１２年４月２３日（日）

■参加人数：１２，０００人

■会 場：大分県県民の森 平成森林公園

【開催概要】

第５１回全国植樹祭（Ｈ12）

▲お手植えのご様子(天皇皇后両陛下）

全国育樹祭の概要・大分県での開催状況

＜令和４年秋 第45回全国育樹祭大分県開催＞
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第４５回全国育樹祭の開催方針（基本計画より）

○森林資源の充実や県の施策等を背景に、下記の３つのコンセプトで本大会を開催します。
○今大会の開催を契機に
・子どもたちに大分の魅力ある森林・林業に関心を持ってもらい、担い支える人材へと育成
・資源循環型の森林づくりの環を、更に県民総参加で広げる 取組を進めます。

森林・林業県おおいたをＰＲ次代につながる森林づくり伐って使い・植えて育てる

林業･木材産業県として大分
県の多様な木材利用を推進

ＩＣＴ技術等も含めた森林
づくり技術を幅広く発信

次代の森林づくりを担う
子どもたちの育成

県民がより森林に触れ親しみ、
森林を育む機会の提供

緑豊かな森林を未来に
つなぐため、県民全員が考え、
行動できる合言葉の作成

大分の豊かな
森林・林業を全国にＰＲ

大分の素晴らしい
農林水産物を全国にＰＲ

豊かな自然や文化
遺産など、大分が誇る
地域資源を全国にＰＲ

第４５回全国育樹祭の大会テーマなど（基本計画より）

大会テーマ

豊かなおおいた 森林を育み 木と暮らし
■作者 高村 美紀 （大分県大分市在住）

たかむら みき

も り

大会ポスターシンボルマーク

■作者

廣 瀨 心 音

（大分市立

坂ノ市中学校２年）
※Ｒ２年度現在

ひろせ ここね

■作者

冨永 明日香

（長崎県西海市在住）

とみなが あすか

ロゴ

-28-



２ 歓迎レセプション

●日程 令和4年11月12日（土）午後
●会場 大分県県民の森 平成森林公園
●内容 皇族殿下によるお手入れ行事

参加者による育樹活動
●参加者 約300人

●日程 令和4年11月13日（日）午前
●会場 昭和電工武道スポーツセンター
●内容 ・皇族殿下のおことば

・緑化等功労者の表彰
・緑の少年団活動の発表
・メインテーマアトラクション
・大会宣言 など

●参加者 約5,000人

●日程 令和4年11月12日（土）午後
●会場 J:COM ホルトホール大分 ●参加者：約300人
●内容 基調講演、事例報告 等

●日程 令和4年11月12日（土）～13日（日）
●会場 大分いこいの道広場 ●参加者：約20,000人
●内容 山や森の恵みを満喫できる飲食ブース

森や木に親しむ体験ブース 等

式典行事（沖縄大会）

11月12日（土） 11月13日（日） 14日（月）

お手入れ行事（午後）
場所：平成森林公園(県民の森)主催：
国土緑化推進機構･大分県

歓迎レセプション
場所：大分市内ホテル
主催：同左

式典行事（午前）
場所：昭和電工武道スポーツセンター
主催：同左

＜併催＞全国緑の少年団活動発表大会（午後）
場所：iichiko音の泉ホール
主催：国土緑化推進機構・大分県

＜記念＞森林・林業・環境機械展示実演会（終日）
＜月曜日まで２日間開催＞

場所：志高湖及び周辺森林
主催：林業機械化協会・大分県

＜併催＞育林交流集会（午後）
場所：Ｊ：ＣＯＭホルトホール大分
主催：国土緑化推進機構・大分県

＜記念＞森林（もり）フェス（終日）
場所：大分いこいの道 主催：大分県

「施肥」・「枝打ち」（沖縄大会）

第 4 5 回 全 国 育 樹 祭 実 施 計 画 概 要

１ お手入れ行事

●日程 令和4年11月12日（土）夜
●会場 大分市内ホテル
●内容 皇族殿下の御臨席を仰ぎ、懇談会を開催

＜皇族殿下による緑化等功労者へのお声がけ＞
●参加者 約300人

３ 式典行事

４ 育林交流集会＜併催行事＞

５ 全国緑の少年団活動発表大会＜併催行事＞

６ 森林・林業・環境機械展示実演会＜記念行事＞

●日程 令和4年11月13日（日）～14日（月）
●会場 志高湖及び周辺森林 ●参加者：約10,000人
●内容 最新の林業機械等展示・実演

●日程 令和4年11月12日（土）午後
●会場 iichico音の泉ホール ●参加者：約300人
●内容 活動成果の発表と交流会の開催

７ 森林（もり）フェス＜記念行事＞

歓迎レセプション（沖縄大会）

＜大会テーマ＞ 「豊かなおおいた 森林を育み 木と暮らし」 ＜開催日＞令和4年1 1月12日～14日

＜開催のポイント＞ ①伐って使い・植えて育てる ②次代につながる森林づくり ③森林・林業県おおいたをＰＲ

お手入れ行事会場イメージ（平成森林公園）

式典行事会場イメージ（昭和電工武道スポーツセンター）

【
併
催
・記
念
行
事
】

【大会スケジュール】

実 施 計画 の 概要
【開催場所】

式典行事

昭和電工武道スポーツセンター

懇談会（歓迎レセプション）

大分市内ホテル（未定）

育林交流集会

J:COMホルトホール大分

全国緑の少年団活動発表大会

【活動発表大会】iichiko音の泉ホール
【交 流 会】大分市立のつはる少年

自然の家

地域育樹祭

大分県内（6エリア）

森林フェス

大分いこいの道広場

姫島村

国東市
豊後高田市

宇佐市中津市

日田市

玖珠町

杵築市

日出町

別府市

由布市
九重町 大分市

竹田市
豊後大野市

臼杵市

津久見市

佐伯市

「国民参加の森林づくり」シンポジウム

パトリア日田

お手入れ行事

大分県県民の森 平成森林公園

２０２１年度
（令和３年度）

２０２２年度（令和４年度）

４月～１０月 １１月１２日（土） １１月１３日（日） １１月１４日（月）

地域育樹祭

式典行事お手入れ行事

育林交流集会

全国緑の少年団活動発表大会

懇談会（歓迎レセプション）

森林・林業・環境機械展示実演会
「国民参加の森林づくり」シンポジウム

第21回豊かな国の森づくり大会

大分県緑の少年団活動発表大会

森林フェス

大分県緑の少年団活動発表大会

大分県林業会館ほか

別府市志高

森林・林業・環境機械展示実演会

第21回豊かな国の森づくり大会

大分県県民の森 平成森林公園
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実 施 計画 の 概要
○お手入れ行事計画

〈開 催 日〉 令和４年１１月１２日（土）
〈 会 場 〉 県民の森 平成森林公園（全国植樹祭記念広場）
〈参加人数〉約３００人

中央推薦、県知事推薦、豊後大野市長推薦、
県内林業関係団体、漁業関係者、協賛企業、スタッフ

〈 次 第 〉

〈会場イメージ〉

〈お手入れ内容〉
■お手入れ対象樹木 ［樹種］アカガシ、カツラ

［樹齢］２１年（令和４年３月時点）
■お手入れ作業 皇族殿下による枝打ち、施肥
■お手入れ道具 手鋸、肥料入れ、おしぼり置きは県産木材で作成

（鍬は、第51回全国植樹祭で天皇陛下が使用したものを活用）
■お手入れ肥料 県内産のバーク堆肥（資源循環利用）

秋篠宮皇嗣同妃両殿下によるお手入れ
※第４３回全国育樹祭（沖縄県）

【お手入れ行事の概要】

【会場整備・設営】

式次第 行事概要

■記念育樹活動等

育樹活動

会場内の樹木に施肥及び記念撮影
介 添 え 緑の少年団、ボーイスカウト・ガールスカウト、

県林業職ＯＢ等
●育樹地Ａ 特別接遇者（施肥＋記念撮影）●育樹地Ｂ 一般招待者
肥料 県内産のバーク堆肥を活用（資源循環利用）

アトラクション 豊後大野市内の団体による和太鼓の演奏（犬江太鼓）

■お手入れ行事

皇族殿下御着 先 導 大分県知事 （先 行 緑の少年団）
御出迎え 大会会長（参議院議長）、国土緑化推進機構理事長

パネル展示御覧
説 明 緑の少年団
第９回（Ｓ３３）全国植樹祭・第１回（S52）全国育樹祭
第５１回（Ｈ1２）全国植樹祭の様子、お手植え木の育成状況等

お手入れ 介 添 え  緑の少年団、県内高校生
皇族殿下による、天皇皇后両陛下のお手植え木への施肥等

皇族殿下御発 先 導 大分県知事
御見送り 大会会長（参議院議長）、国土緑化推進機構理事長

第51回全国植樹祭で使用
した鍬（林業会館展示）

肥料入れ（左上）
手鋸（左下）
おしぼり置き（右下）

実 施 計画 の 概要
○ 式典行事計画 〈 次 第 〉

〈開 催 日〉 令和４年１１月１3日（日）
〈 会 場 〉 昭和電工武道スポーツセンター
〈参加人数〉約５,０００人

【式典行事の概要】

区分 人数 内容

県外参加者 約１,０００人 中央推薦、各都道府県知事推薦等

県内参加者 約２,５００人 実行委員会会長推薦、市町村長推薦、一般公募 等

出演者・運営ｽﾀｯﾌ等 約１,５００人

【ステージイメージ】
ステージ背面には県産木材を使用したバックパネルを配置し、その前面には

日本一の生産量を誇るまだけ竹材を使用した竹灯籠を配置します。
演台や皇族殿下の御机には伝統的工芸品である別府竹細工による装飾を施す

など、大分らしさを感じさせるつくりとします。

【式典会場イメージ】横幅３５ｍの大型スクリーンで、ダイナミックな式典行事を演出

式次第 行事概要

■プロローグ

オープニングアトラクション
 ようこそ おんせん県おおいたへ  
心温まる歓迎アトラクション
【おおいたの魅力紹介】【伝承される文化】

お手入れ行事紹介 前日のお手入れ行事を映像で紹介します

奉迎準備 インターバル

■式典

皇族殿下御着
先 導 大分県知事
御出迎え 大会会長（参議院議長）、(公社)国土緑化推進機構理事長
先 行 県内緑の少年団

開会のことば (公社)国土緑化推進機構副理事長

三旗入場・緑の少年団入場
三旗入場 大分県警察カラーガード隊、県内緑の少年団
緑の少年団入場 県内緑の少年団

三旗掲揚・国歌独唱
三旗掲揚 県内ボーイスカウト・ガールスカウト
国歌独唱 行天正恭氏（NPO法人大分県芸術文化振興会）

主催者あいさつ 大会会長（参議院議長）、大分県知事

歓迎のことば 大分県議会議長

皇族殿下のおことば

表彰
緑化等功労者へ感謝状等を贈呈
贈呈者 大会会長（参議院議長）、農林水産大臣、

(公社)国土緑化推進機構理事長、大分県知事

緑の贈呈
全国緑の少年団活動発表大会の発表団体へ苗木を贈呈
贈呈者 農林水産大臣

緑の少年団活動発表 代表緑の少年団の活動発表

メインテーマアトラクション
 始まりの地から、未来へ 
森林・林業県おおいたらしさを表現したメインテーマアトラクションにより、
森林を未来に残す大切さを発信します

大会宣言 (公社)国土緑化推進機構理事長

次期開催県あいさつ 茨城県知事

閉会のことば 大分市長

皇族殿下御発
先 導 大分県知事
御見送り 大会会長（参議院議長）、(公社)国土緑化推進機構理事長

■エピローグ

エンディングアトラクション
森林・林業を未来へ残すためのメッセージと、参加したすべての皆様に感謝
の想いを込めた温かな演奏と合唱を届けます
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実 施 計画 の 概要
○ 懇談会計画

【懇談会（歓迎レセプション）の概要】

（１）開催日 令和４年１１月１２日（土）

（２）会 場 大分市内ホテル（未定）

（３）参加者 約３００人

皇族殿下

大会会長（参議院議長）、農林水産大臣、林野庁長官、

(公社)国土緑化推進機構理事長、大分県知事、

大分県議会議長、大分県関係者、大分県市町村関係者、

緑化功労者、林業・木材関係団体代表者等

（４）内 容 全国育樹祭での表彰者に祝意を表する場として開催

（５）次 第

▲第４３回全国育樹祭（沖縄県）

式次第 行事概要

皇族殿下御着
先 導 大分県知事
お出迎え 参議院議長、農林水産大臣、林野庁長官、

国土緑化推進機構理事長、茨城県知事、大分県議会議長

開会のことば 大分県議会議長

主催者あいさつ 大会会長（参議院議長）

乾杯 大分県知事

歓談 皇族殿下による緑化功労者等へのお声掛け、歓談

皇族殿下御発 先 導 大分県知事
お見送り 参議院議長、国土緑化推進機構理事長

１．育林交流集会

２．全国緑の少年団活動発表大会○ 併催行事計画

実 施 計画 の 概要

県内外の林業・木材産業の関係者や、次代を担う学生など、継続的
な森林づくりに高い関心を持つ人たちが参加し、森林資源の循環利用
や担い手の育成をテーマとした優良事例報告を行います。

（１）主 催 大分県、公益社団法人国土緑化推進機構
（２）開催日 令和４年１１月１２日（土）
（３）会 場 J:COMホルトホール大分
（４）参加者 約３００人
（５）次 第

項目 内容

主催者あいさつ 大分県、(公社)国土緑化推進機構

来賓祝辞 林野庁、(一社)全国林業改良普及協会

事例報告 （調整中）※国内企業3社程度

閉会のことば 大分県

 第４３回全国育樹祭（沖縄県）

【活動発表大会】

全国から選出された緑の少年団や県内外の緑の少年団が集い、日
頃の特色ある地域活動の発表による相互研鑽を積むための発表大会
や、団員同士の親交を深めるための交流集会を行います。

（１）主 催 大分県、公益社団法人国土緑化推進機構
（２）開催日 令和４年１１月１２日（土）
（３）会 場 iichiko音の泉ホール
（４）参加者 約３００人
（５）次 第

【交流集会】

（１）主 催 大分県、公益社団法人国土緑化推進機構
（２）開催日 令和４年１１月１２日（土）
（３）会 場 大分市立のつはる少年自然の家
（４）参加者 約１５０人

 第４３回全国育樹祭（沖縄県）

項目 内容

オープニングアトラクション （調整中）

団旗入場・各団紹介 緑の少年団

主催者あいさつ 大分県、(公社)国土緑化推進機構

励ましのことば 林野庁

活動発表 緑の少年団（全国選出５団体）

特別講演 （調整中）

みどりの奨励賞 表彰式 緑の少年団（全国選出５団体）

講評 (公社)国土緑化推進機構

緑の少年団育成功労者 表彰式 団体・個人等

閉会のことば (公社)国土緑化推進機構
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１．森林･林業･環境機械展示実演会

○ 記念行事計画

実 施 計画 の 概要

充実する国内の森林資源の活用に欠かせない高性能林業機械や、日進月
歩で技術が進み活用が期待される情報関連機器等、森林林業・木材産業の
効率化・高度化に資する関連メーカー等が最新技術を展示実演します。

（１）主 催 大分県、一般社団法人林業機械化協会
（２）開催日 令和４年１１月１３日（日）、１４日（月）
（３）会 場 別府市志高
（４）参加者 約１０，０００人
（５）次 第

①11月13日（1日目）

式典行事の当日項目 内容

オープニングアトラクション （調整中）

主催者あいさつ 大分県、(一社)林業機械化協会

来賓祝辞 林野庁

歓迎のことば 開催地

テープカット 大分県、（一社）林業機械化協会、開催地等

展示・実演 森林・林業・環境機械メーカー等による展示・実演

②11月14日（2日目）

項目 内容

展示・実演 森林・林業・環境機械メーカー等による展示・実演

 第４３回全国育樹祭
森林･林業･環境機械展示実演会（沖縄県）

２．その他の記念行事

全国育樹祭の開催機運を高めるとともに、県民参加の森林づく
りや木とのふれあいを進めていくために、広く県民が参加できる
記念行事を大分県内で開催します。

主 催

開 催 日

開催場所

参加人数

内 容

■森林（もり）フェス

主 催

開 催 日

開催場所

参加人数

内 容

■地域育樹祭

大分県

令和４年１１月１２日（土）、１３日（日）

大分いこいの道広場

約２０，０００人

木に触れるワークショップや体験ブースをは

じめ、山や森の恵みを満喫できる飲食ブース

を出展するなど、子どもから大人まで、森や

木に親しむことができるイベントを実施

大分県・流域活性化センター等

令和３年秋 

大分県内各地域

約１，０００人

過去に行われた県の植樹祭会場等で育樹作業、

環境教育などを実施
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